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記
念
碑
「
松
下
幸
之
助
　
創
業
の
地
」
建
設
中

除
幕
式
は
十
一
月
二
十
七
日
（
土
）　
大
開
公
園
に
て

　
か
ね
て
よ
り
、
福
島
区
「
大
開
町
と
松
下
幸
之
助
に
関
す
る
事
業
」
委
員
会
が
推
進
し

て
お
り
ま
し
た
記
念
碑
「
松
下
幸
之
助
創
業
の
地
」
は
、
着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。募
金
も
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

の
機
会
に
記
念
碑
の
詳
細
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
設
計
・
施
工
は
㈱
乃
村
工
藝
社
・
大
阪
本

社
（
住
之
江
区
）
に
発
注
し
て
お
り
ま
す
。

　
メ
イ
ン
の
記
念
碑
と
し
て

据
え
る
石
は
、
一
般
に
青
石

と
呼
ば
れ
る
緑
泥
片
岩
で
、

緑
泥
石
を
主
成
分
と
し
た
濃

緑
色
の
結
晶
片
岩
で
す
。
日

本
に
広
く
分
布
す
る
石
で
す

が
、
松
下
幸
之
助
氏
生
誕
の

地
・
和
歌
山
を
代
表
す
る
石

で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、
記
念
碑
に
採
用
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
石
の
大

き
さ
は
、幅
が
２
．
２
ｍ
・
高

さ
が
１
．
４
ｍ
・
奥
行
き
が

０
．
９
ｍ
で
、
愛
媛
県
は
西

条
市
か
ら
取
り
寄
せ
た
も
の

で
す
。
大
開
公
園
の
面
積
は

約
６
０
０
　
㎡
で
さ
ほ
ど
大

き
く
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
真
に
適
切
な
大
き
さ
の

石
が
見
つ
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
公
園
の
内
側
か
ら
見
た
石

の
面
に
は
、「
松
下
幸
之
助
創

業
の
地
」
と
大
き
く
刻
字
し

ま
す
。地
元
大
開
で
は
、早
く

か
ら
こ
の
書
を
松
下
家
ゆ
か

り
の
方
に
と
希
望
し
て
い
ま

し
た
と
こ
ろ
、こ
の
度
、松
下

幸
之
助
氏
の
長
女
・
幸
子
様

が
ご
高
齢
を
お
し
て
し
た
た

め
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
公
園
の
入
り
口
側

か
ら
見
た
石
の
面
に
は
、
松

下
幸
之
助
氏
の
書「
道
」を
短

文
入
り
で
表
示
し
ま
す
。
表

示
方
法
は
、
焼
き
物
で
仕
上

げ
た
陶
板
を
石
に
埋
め
込
み

ま
す
。
こ
の
「
道
」
も
数
多
く

あ
る
幸
之
助
氏
の
書
の
中
か

ら
、
記
念
碑
に
最
も
相
応
し

い
も
の
と
し
て
、
事
業
委
員

会
が
選
定
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
他
、
記
念
碑
の
左
右

に
は
、日
・
英
・
中
・
韓
の
四
ヵ

国
語
に
よ
る
「
い
わ
れ
文
」
や

「
周
辺
地
図
」
な
ど
を
配
し
、

そ
の
裏
面
に
は
募
金
に
ご
協

力
頂
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を

刻
字
し
ま
す
。
こ
の
名
板
は

ヘ
ヤ
ー
ラ
イ
ン
仕
上
げ
を
施

し
た
ス
テ
ン
レ
ス
板
に
文
字

を
刻
み
、
特
殊
化
工
で
黒
色

に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
技
法

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
記
念
碑
に
文
字
通

り
花
を
添
え
る
べ
く
、
こ
の

地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
野

田
藤
」
を
植
樹
す
る
準
備
も

進
ん
で
い
ま
す
。
記
念
碑
を

覆
う
よ
う
に
藤
棚
を
設
け
、

か
つ
て
「
吉
野
の
桜
」
や
「
高

尾
の
紅
葉
」
と
並
び
称
さ
れ

た
名
木
の
再
現
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
野
田
藤
は

福
島
区
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

　
工
事
開
始
に
先
立
ち
、
八

月
二
十
八
日
に
地
鎮
祭
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
工

事
が
順
調
に
進
行
し
て
お
り

ま
す
が
、
記
念
碑
の
除
幕
式

は
、
松
下
幸
之
助
氏
の
生
誕

百
十
年
と
な
る
十
一
月
二
十

七
日
（
土
）
に
大
開
公
園
で

開
催
し
ま
す
。

　
去
る
八
月
二
十
八
日
、
大

開
公
園
に
て
記
念
碑
「
松
下

幸
之
助
創
業
の
地
」
建
設
工

事
開
始
に
先
立
ち
、
地
鎮
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
儀

式
は
、
地
霊
・
木
霊
を
鎮
め
工

事
の
安
全
と
無
事
完
成
を
祈

る
も
の
で
野
田
戎
神
社
・
玉

田
義
宣
宮
司
に
よ
り
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
松
下
グ
ル
ー
プ

か
ら
本
社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
本
部
の

森
孝
博
本
部
長
、
松
愛
会
大

阪
市
内
支
部
の
各
地
区
委
員
、

松
下
電
工
松
寿
会
代
表
の
方

等
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
記
念
碑
の
設
計
・
施
工

を
担
当
す
る
㈱
乃
村
工
藝
社

の
ほ
か
、
福
島
区
「
大
開
町

と
松
下
幸
之
助
に
関
す
る
事

業
」
委
員
会
の
役
員
、
地
元

連
合
町
会
等
約
六
十
名
が
参

列
し
厳
粛
か
つ
盛
大
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

厳
粛
に
地
鎮
祭
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夜
市
で
「
幸
之
助
さ
ん
パ
ネ
ル
展
」

「
松
下
幸
之
助
研
究
部
会
」
が

　
町
お
こ
し
事
業
部
会
で
は
、
大
開
が
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
創
業
の
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
啓
発
運
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
阿
波
踊
り
を
招
き
賑
わ
う
商
店
街

の
夜
市
で
、「
松
下
幸
之
助
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
沢
山
の
方
々
に
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

更
に
は
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
ー
」
や
「
区
民
ま
つ
り
」
な
ど
に

も
参
加
し
、
大
開
と
松
下
幸
之
助
さ
ん
を
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
し
、
町
お
こ
し
の
基
礎
を
固
め

な
が
ら
、
第
二
段
階
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。（
中
野
副
会
長
）

「
町
お
こ
し
事
業
部
会
」
の
活
動
報
告

　
去
る
八
月
六
日
の
金
曜

日
、
夕
刻
よ
り
開
催
さ
れ

た
野
田
阪
神
本
通
商
店
街

の
「
納
涼
夜
市
」
に
、
昨
年

同
様
当
事
業
委
員
会
も
空

店
舗
を
借
り
上
げ
て
参
加

い
た
し
ま
し
た
。

　
去
る
九
月
十
一
日
、
吉
野

グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た「
福
島
区
民
ま
つ
り
」に
も

昨
年
に
引
き
続
き
パ
ネ
ル
展

で
参
加
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら

で
は
福
島
区
各
連
合
町
会
の

皆
さ
ん
が
一
同
に
会
す
る
場

と
あ
っ
て
、
多
く
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

　「
創
業
の
地
」
啓
発
の
地
図

区
民
ま
つ
り
で
も

　
　「
パ
ネ
ル
展
」

　
当
委
員
会
は
、
去
る
四
月

二
十
九
日
の
緑
の
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
ー
に
、
昨
年
に
引
き

続
き
出
店
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
小
額
で
す
が
貴
重
な

収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　「
創
業
当
時
の
資
料
を
読
む

会
」は
、毎
月
第
三
土
曜
日
の

夜
七
時
よ
り
大
開
集
会
所
に

て
定
例
輪
読
会
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
の
九
月
二
十

日
か
ら
始
ま
り
今
年
十
月
で

十
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
毎
回
、松
下
幸
之
助
著「
私

の
行
き
方
、考
え
方
」を
参
加

者
の
皆
さ
ん
で
輪
読
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
輪
読
し
た

パ
ー
ト
毎
に
新
た
な
発
見

(

写
真
、資
料
、逸
話)

等
が
出

る
こ
と
も
あ
り
、
井
形
正
壽

先
生
に
よ
る
新
発
見
や
補
足

説
明
を
中
心
に
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
会
も
九

月
よ
り
二
年

目
に
入
り
、

マ
ン
ネ
リ
化

を
防
ぐ
意
味

で
少
し
進
行

形
式
を
改
善

し
ま
す
。
輪

読
会
の
初
め

に
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
自

己
紹
介
を
兼

ね
た
近
況
報

告
、
新
た
な

発
見
な
ど
を

発
言
し
て
頂

く
時
間
を
設

「
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
ー
」

連
合
町
会
だ
よ
り

活
発
に
活
動
中

「
読
み
会
」
へ
ご
参
加
下
さ
い

や
ご
案
内
文
を
入
れ
た
袋
を

来
場
者
に
わ
た
す
こ
と
で
大

変
忙
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
来
場
し
た
小
学
生
達
か

ら
「
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
こ

と
は
学
校
の
授
業
で
習
っ

た
」と
聞
い
た
と
き
は
、徐
々

に
「
大
開
＝
松
下
創
業
の
地
」

が
浸
透
し
て
き
て
い
る
の
を

感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
時
、古
参
の
松
下

Ｏ
Ｂ
の
方
も
来
場
さ
れ
、
幸

之
助
さ
ん
関
連
の
戦
前
・
戦

後
の
写
真
な
ど
を
お
預
か
り

い
た
し
ま
し
た
。

尚
、
こ
ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
松
下
電
器
松
愛
会
の
皆
様

に
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
。

今
年
は
、記
念
碑「
松
下
幸
之

助
創
業
の
地
」
の
完
成
の
年

(

十
一
月
二
十
七
日)

で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
来
の
大

開
と
松
下
幸
之
助
に
関
す
る

様
々
な
記
事
や
、
こ
こ
一
年

間
に
当
事
業
委
員
会
が
収
集

し
た
様
々
な
記
事
を
閲
覧
し

や
す
い
よ
う
に
パ
ネ
ル
で
展

示
し
、
あ
わ
せ
て
記
念
碑
関

連
の
展
示
も
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
初
め
て
の
試
み
で

あ
っ
た「
納
涼
夜
市
」参
加
も

今
年
で
二
回
目
と
な
り
、
来

場
さ
れ
る
方
々
が
松
下
幸
之

助
さ
ん
に
強
い
興
味
と
関
心

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
心
強
く
思
い
ま
し

た
。

尚
、
今
年
の
「
納
涼
夜
市
」
も

松
下
電
器
松
愛
会
（
Ｏ
Ｂ
会
）

の
皆
様
に
お
手
伝
い
頂
き
ま

し
た
。

第
二
回
「
大
開
ふ
れ
あ
い

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　
　
皆
様
お
い
で
下
さ
い

　
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
小
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
世
代
間
交
流
活
動

と
し
て
、昨
年
よ
り
実
施
し

て
い
ま
す
。日
頃
の
成
果
を

発
揮
し
て
頂
き
地
域
の
み

な
さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

「
開
催
日
時
」

　
十
一
月
十
四
日
（
日
）

　
午
後
一
時
〜
三
時

「
会
　
　
場
」

　
大
開
小
学
校
講
堂

　
大
開
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　「
開
寿
会
よ
り
」

　
九
月
二
〇
日
の
敬
老
の

日
に
、大
開
小
学
校
に
お
い

て
開
寿
会
主
催
の
慰
霊
蔡

と
演
芸
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。演
芸
大
会
に
先
立
ち

今
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

二
組
　
金
婚
二
組
　
米
寿

六
名
　
長
寿
者（
九
〇
歳
以

上
）四
十
名
が
お
祝
い
の
品

と
共
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

あ
と
は
日
頃
の
成
果
を
発

揮
し
、
出
演
す
る
人
・
観
る

人
が
一
つ
に
な
っ
て
演
芸

大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。今

年
は
十
七
名
の
方
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

け
、
よ
り
一
層
の
活
発
な
意

見(

情
報)

交
換
が
出
来
る
よ

う
に
工
夫
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、

十
一
月
二
十
七
日
の
記
念
碑

建
立
に
伴
い
、
創
業
の
地
各

所
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
案
内

し
て
頂
け
る
案
内
役
の
育
成

な
ど
も
、
こ
の
輪
読
会
を
通

じ
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
積
極
的
な
ご
参

加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
市
野
　
俊
哉


